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 [授業の概要・目的]
自然科学を学ぶ学生に共通して必要と思われる力学を講義する。

 [到達目標]
質点の運動法則や種々の保存則を理解する。力学体系を正しく記述し、その運動を理解する。

 [授業計画と内容]
以下のような古典力学の基本的内容を、各項目あたり２～３週で講義する。
１．運動学　　速度・加速度　極座標での成分
２．運動法則　運動方程式とその応用
３．保存則　仕事とエネルギー、角運動量、運動量
４．中心力による運動    太陽の引力のもとでの惑星の運動
５．質点系の運動

 [履修要件]
この講義は主として高校で物理を履修した人を対象に行われる。物理未履修者には、別項の「初修
物理学Ａ、Ｂ（非物理系）」の履修を勧める。

 [成績評価の方法・観点]
原則として定期試験の結果によるが、教員によってはレポート等の提出を求める場合もある。詳し
くは各講義で説明する。

 [教科書]
[八木・野上担当分] 植松恒夫 著 『力学』（学術図書）
[青山担当分] 青山秀明 著 『力学（2018年度版）』（学術図書）
[篠本・岩室・星出担当分] 益川敏英監修／植松恒夫，青山秀明編集／篠本滋，坂口英継 著　『基幹
講座物理学　力学』（東京図書） ISBN:978-4-489-02163-3
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[武末担当分] 武末真二 著 『力学講義』（サイエンス社）ISBN:978-4-7819-1324-7
[宮内担当分]授業中に指示します。

 [授業外学修（予習・復習）等]
講義をもとに自学することを勧める。

 [その他（オフィスアワー等）]
 


